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当運用報告書に関するお問い合わせ先
お客さま
サービス部 0120-88-2976

受付時間：営業日の午前９時～午後５時
お取引状況等はご購入された販売会社へお問い合わせください。

当ファンドの仕組みは次の通りです。
商品分類 追加型投信／国内／株式／特殊型
信託期間 無期限（設定日：2000年１月28日）
運用方針 日本の取引所上場株式を主要投資対象と

し、信託財産の中・長期的な成長を目指
して運用を行います。

主要投資対象 日本の取引所上場株式
当ファンドの
運用方法

■日本の取引所上場株式の中から、21世
紀において大きな成長が期待される銘
柄を中心に投資します。

■組入候補銘柄の選定は、主として次の
業種・セクターに関連した企業の中か
ら行います。

情報・通信
情報・通信機器、情
報・通信ソフト、情
報・通信サービス

シルバービジネス

医療・介護機器、医
療・介護サービス、医
薬品、健康関連製品・
ソフト

環境
環境保全機器・サービ
ス、新エネルギー、省
エネルギーリサイクル

（経済・社会情勢や市況動向等により見
直しを行うことがあります。）

■個別銘柄のファンダメンタルズ、定性
的評価および株価水準等を考慮し組入
候補銘柄を決定します。

■日本の株価指数先物取引、株価指数オ
プション取引および株券オプション取
引等を積極的に活用し、収益の獲得に
つとめます。

■株式の実質組入比率は、マイナス50％
から150％の範囲で機動的に変更しま
す。

組入制限 ■株式への投資割合には、制限を設けま
せん。ただし、株価指数先物取引、株
価指数オプション取引および株券オプ
ション取引等を活用することによる株
式への実質投資割合は、信託財産の純
資産総額のマイナス50％から150％の
範囲内とします。

■外貨建資産への投資は行いません。
分配方針 ■年２回（原則として毎年１月および７

月の27日。休業日の場合は翌営業日）
決算を行い、分配を行います。

■分配対象額は、経費控除後の利子・配
当収入と売買益（評価益を含みま
す。）等の全額とします。

■分配金額は、委託会社が基準価額水
準・市況動向等を勘案して決定しま
す。

※委託会社の判断により分配を行わない
場合もあるため、将来の分配金の支払
いおよびその金額について保証するも
のではありません。

三井住友・日本株
グロース・オープン

【愛称：勝ち組！】

【運用報告書（全体版）】

（2018年７月28日から2019年１月28日まで）

第 38 期

決算日 2019年１月28日

受益者の皆さまへ

当ファンドは日本の取引所上場株式の中から、21

世紀において大きな成長が期待される銘柄への投

資を中心とした運用を行います。当期について

も、運用方針に沿った運用を行いました。

三井住友アセットマネジメント株式会社は、関係当局の
認可等を得ることを前提に、2019年４月１日に大和住銀
投信投資顧問株式会社と合併し、商号を三井住友DSア
セットマネジメント株式会社に変更する予定です。
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三井住友・日本株グロース・オープン　【愛称：勝ち組！】

最近５期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 （参 考 指 数）

日 経 平 均 株 価 株式組入
比 率

株式先物
比 率
(買建－売建)

純 資 産
総 額

（分配落） 税 込
分 配 金

期 中
騰 落 率

期 中
騰 落 率

円 円 ％ 円 ％ ％ ％ 百万円
34期（2017年１月27日） 5,238 0 11.3 19,467.40 16.8 87.1 13.5 805

35期（2017年７月27日） 5,816 0 11.0 20,079.64 3.1 84.9 19.1 849

36期（2018年１月29日） 7,266 0 24.9 23,629.34 17.7 85.2 19.5 966

37期（2018年７月27日） 6,787 0 △ 6.6 22,712.75 △ 3.9 77.1 25.8 892

38期（2019年１月28日） 5,785 0 △14.8 20,649.00 △ 9.1 73.8 27.7 729

※基準価額の騰落率は分配金込み。

※株式組入比率には、新株予約権証券を含みます。

※日経平均株価の著作権、知的所有権、その他一切の権利は発行者、許諾者が有しています。これら発行者、許諾者は当ファンドの運営に

何ら関与するものではなく、当ファンドの運用成果に対して一切の責任を負うものではありません。

当期中の基準価額と市況等の推移

年 月 日
基 準 価 額 （参 考 指 数）

日 経 平 均 株 価 株 式 組 入
比 率

株 式 先 物
比 率
(買建－売建)騰 落 率 騰 落 率

（期　　　首） 円 ％ 円 ％ ％ ％
2018年７月27日 6,787 － 22,712.75 － 77.1 25.8

７月末 6,658 △ 1.9 22,553.72 △ 0.7 77.1 26.0

８月末 6,693 △ 1.4 22,865.15 0.7 75.8 25.8

９月末 7,024 3.5 24,120.04 6.2 78.3 26.2

10月末 6,020 △11.3 21,920.46 △ 3.5 71.9 25.5

11月末 6,211 △ 8.5 22,351.06 △ 1.6 75.5 25.3

12月末 5,503 △18.9 20,014.77 △11.9 71.3 25.8

（期　　　末）
2019年１月28日 5,785 △14.8 20,649.00 △ 9.1 73.8 27.7

※騰落率は期首比です。

※株式組入比率には、新株予約権証券を含みます。
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三井住友・日本株グロース・オープン　【愛称：勝ち組！】

2－　　－

１ 運用経過
基準価額等の推移について（2018年７月28日から2019年１月28日まで）

基準価額等の推移

※分配金再投資基準価額および参考指数は、期首の値が基準価額と同一となるように指数化しています。
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純資産総額（百万円）: 右軸

参考指数 : 左軸

分配金再投資基準価額（円）: 左軸
基準価額（円）: 左軸

期　　首 6,787円

期　　末 5,785円
（分配金0円（税引前）込み）

騰 落 率 －14.8％
（分配金再投資ベース）

分配金再投資基準価額について
　分配金再投資基準価額は分配金（税引前）を分配時
に再投資したと仮定して計算したもので、ファンド
運用の実質的なパフォーマンスを示します。

※分配金を再投資するかどうかについては、受益者の皆さまがご
利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額な
どによって課税条件も異なります。したがって、受益者の皆さ
まの損益の状況を示すものではありません。（以下、同じ）

※当ファンドの参考指数は、日経平均株価です。
※日経平均株価の著作権、知的所有権、その他一切の権利は発行者、許諾者が有しています。これら発行者、許諾者は
当ファンドの運営に何ら関与するものではなく、当ファンドの運用成果に対して一切の責任を負うものではありませ
ん。
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三井住友・日本株グロース・オープン　【愛称：勝ち組！】

3－　　－

基準価額の主な変動要因（2018年７月28日から2019年１月28日まで）

　当ファンドは、日本の取引所上場株式の中から、21世紀において大きな成長が期待される銘
柄を中心に投資を行いました。また、日本の株価指数先物取引を活用して、収益の獲得につとめ
ました。

下落要因
●米中貿易摩擦の激化や世界的な景気減速懸念から国内株式相場が下落したこと
●ＴＯＰＩＸ先物を買い建て、実質株式組入比率を高位で推移させたこと
●個別銘柄では、ＴＡＴＥＲＵ、サイバーエージェント、グリーなどの株価が下落したこ
と
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三井住友・日本株グロース・オープン　【愛称：勝ち組！】

4－　　－

投資環境について（2018年７月28日から2019年１月28日まで）

国内株式相場は下落しました。

　期初から、米中貿易摩擦の激化懸念を背
景に、国内株式相場は軟調な展開となりま
した。９月に為替相場が円安方向に進んだ
ことから一時的に反発する局面もありまし
たが、10月以降は米長期金利の上昇を受け
て投資家のリスク回避姿勢が強まったこと

や、中国経済の減速懸念、米国での政権運
営の不透明感など海外発の悪材料が重なり、
国内株式相場は大幅に下落しました。
　当期の市場の動きを日経平均株価でみる
と、期首に比べて9.1％下落しました。

株式組入比率

　世界的な景気減速懸念の高まりを受けて、
慎重なスタンスで臨みました。株式相場が
大幅に下落する局面では、リスクを抑える
ために現物株式の一部を売却し、実質組入
比率を100％以下まで引き下げました。引き
続き神経質な相場展開が予想されたため、
機動的な対応が行えるように、現物株式の
組入比率を引き下げ、先物の組入比率を引
き上げた状態で推移させました。期末時点
の組入比率は現物株式73.8％、株式先物
27.7％となっています。

個別銘柄

　ＴＡＴＥＲＵ、ＴＤＫ、ＥＩＺＯなどを
全株売却する一方で、任天堂、デジタル
アーツ、ＧＭＯペイメントゲートウェイを
買い増したほか、岩谷産業、野村総合研究
所などを新規で買い付けました。

ポートフォリオについて（2018年７月28日から2019年１月28日まで）
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三井住友・日本株グロース・オープン　【愛称：勝ち組！】

5－　　－

※基準価額は分配金再投資ベース

第38期
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基準価額

参考指数

ベンチマークとの差異について（2018年７月28日から2019年１月28日まで）

基準価額と参考指数の対比（騰落率）
　当ファンドは運用の指標となるベンチマー
クはありませんが、参考指数として日経平均
株価を設けています。
　左のグラフは、基準価額と参考指数の騰落
率の対比です。

分配金について（2018年７月28日から2019年１月28日まで）

※単位未満を切り捨てているため、「当期の収益」と「当期の収益以外」の合計が「当期分配金」と一致しない場合がありま
す。
※「対基準価額比率」は、「当期分配金」（税引前）の期末基準価額（分配金（税引前）込み）に対する比率で、当ファンドの収
益率とは異なります。

（単位：円、１万口当たり、税引前）

項　目 第38期

当期分配金 －
（対基準価額比率） （－％）

当期の収益 －
当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 974

　当期の分配は、基準価額水準等を勘案し、
見送りといたしました。
　なお、収益分配に充てなかった留保益につ
きましては、運用の基本方針に基づき運用い
たします。
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２ 今後の運用方針
　世界景気は米中経済の鈍化から減速が見
込まれます。ただし、米国経済に大きな不
均衡が見られないことや、中国ではすでに
景気対策が打たれていることなどから、
ハードランディング（急激な景気後退）はな
いと考えられます。国内景気は、世界景気
の影響を受けるものの、消費増税をにらん
だ財政刺激策がとられることから、下支え
されるものと思われます。株式市場につい
ては、世界景気が減速局面となる中、主要
中銀の金融政策中立化への動き、米国を中
心とした国際政治における不透明感の高ま

りから、幅広なレンジ内での値動きの荒い
展開が予想されます。
　このような状況下、引き続きデリバティ
ブ（先物などの派生商品）を含めた実質株式
組入比率は概ね90－150％程度で推移させ、
レバレッジ（デリバティブ取引を活用して投
資比率を高めること）を効かせた運用を行う
予定です。現物株式は、中長期的な成長が
期待される情報・通信、シルバービジネス、
環境に関連した銘柄中心に投資を行う方針
です。

３ お知らせ
約款変更について

　該当事項はございません。
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三井住友・日本株グロース・オープン　【愛称：勝ち組！】

１万口当たりの費用明細（2018年７月28日から2019年１月28日まで）

項 目 金 額 比 率 項 目 の 概 要

(a) 信 託 報 酬 52円 0.821％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（経過日数／年日数）
投信会社：ファンド運用の指図等の対価
販売会社：交付運用報告書等各種資料の送付、口座内でのファンドの管

理、購入後の情報提供等の対価
受託会社：ファンド財産の保管および管理、投信会社からの指図の実行等

の対価

（投 信 会 社） (24) (0.383)

（販 売 会 社） (24) (0.383)

（受 託 会 社） ( 3) (0.055)

(b) 売 買 委 託 手 数 料 9 0.144
売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数
売買委託手数料：有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（株 式） ( 9) (0.137)

（先物・オプション） ( 0) (0.007)

(c) そ の 他 費 用 1 0.011
その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
監査費用：監査法人に支払うファンドの監査費用
そ の 他：信託事務の処理等に要するその他費用

（監 査 費 用） ( 0) (0.003)

（そ の 他） ( 1) (0.008)

合 計 62 0.976

期中の平均基準価額は6,351円です。

※期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は、追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出しています。

※比率欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

※各項目毎に円未満は四捨五入しています。

当期中の売買及び取引の状況（2018年７月28日から2019年１月28日まで）

株　式

買 付 売 付

株 数 金 額 株 数 金 額

千株 千円 千株 千円

国 内 上 場 250 616,053 375 666,188
(△ 40) (　　 －)

※金額は受渡し代金。

※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。

※（　）内は株式分割、予約権行使、合併等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。

派生商品の取引状況等（2018年７月28日から2019年１月28日まで）

先物取引の銘柄別取引・残高状況

銘 柄 別
買 建 売 建 当 期 末 評 価 額

新 規
買 付 額 決 済 額 新 規

売 付 額 決 済 額 買 建 額 売 建 額 評価損益

国
内

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円
株式先物取引 Ｔ Ｏ Ｐ Ｉ Ｘ 423 426 － － 202 － △3

※金額は受渡し代金。

※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。
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三井住友・日本株グロース・オープン　【愛称：勝ち組！】

株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合
（2018年７月28日から2019年１月28日まで）

項 目 当 期

(a) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 1,282,241千円

(b) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 614,894千円

(c) 売 買 高 比 率(a)／(b) 2.08

※単位未満は切捨て。

※(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。

※外貨建資産については、(a)は各月末（ただし、決算日の属する月については決算日）の日本の対顧客電信売買相場の仲値で換算した邦貨

金額の合計、(b)は各月末の同仲値で換算した邦貨金額合計の平均です。

利害関係人との取引状況等（2018年７月28日から2019年１月28日まで）

(1) 利害関係人との取引状況

区 分 買付額等
Ａ

売付額等
Ｃうち利害関係人

との取引状況Ｂ
Ｂ
Ａ

うち利害関係人
との取引状況Ｄ

Ｄ
Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株 式 616 70 11.4 666 105 15.8

(2) 利害関係人の発行する有価証券等

種 類 買 付 額 売 付 額 期 末 保 有 額

百万円 百万円 百万円
株 式 － － 12

(3) 売買委託手数料総額に対する利害関係人への支払比率

項 目 当 期

(a) 売 買 委 託 手 数 料 総 額 1,179千円

(b) う ち 利 害 関 係 人 へ の 支 払 額 151千円

(c) 　 (b)／(a) 12.9％

利害関係人とは、投資信託および投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当期における当ファンドに係る利害

関係人とは、株式会社三井住友フィナンシャルグループ、ＳＭＢＣ日興証券株式会社です。
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9－　　－

三井住友・日本株グロース・オープン　【愛称：勝ち組！】

組入れ資産の明細（2019年１月28日現在）

(1) 国内株式

銘 柄
期首(前期末) 期 末

株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円

水産・農林業（2.6％）

マルハニチロ － 3.9 14,235

建設業（2.5％）

ＴＡＴＥＲＵ 6.6 － －

前田建設工業 － 7.6 8,132

五洋建設 12.9 8.1 5,030

食料品（3.0％）

宝ホールディングス － 12.6 16,291

コカ・コーラ　ボトラーズジャパンホールデ 1.1 － －

パルプ・紙（0.3％）

王子ホールディングス 5 2.5 1,537

化学（0.6％）

タカラバイオ 1.3 1.3 3,270

医薬品（3.7％）

第一三共 2.5 － －

ペプチドリーム 2.1 4.4 19,910

機械（4.8％）

ディスコ － 0.1 1,585

ＳＭＣ 0.1 － －

ダイフク 1 4.5 24,255

ＣＫＤ 2.8 － －

電気機器（8.5％）

日立製作所 34 4.8 16,449

日本電産 1.3 － －

ＥＩＺＯ 6.1 － －

ＴＤＫ 2.7 － －

日本トリム － 1.8 10,260

イリソ電子工業 0.7 0.1 443

オプテックスグループ 7.5 － －

カシオ計算機 5.4 4.8 6,825

エンプラス 6.7 － －

村田製作所 － 0.8 11,916

輸送用機器（1.4％）

トヨタ自動車 0.6 1.1 7,357

精密機器（0.7％）

島津製作所 4.1 － －

トプコン 7 0.9 1,397

ＣＹＢＥＲＤＹＮＥ 3.2 3.2 2,156

銘 柄
期首(前期末) 期 末

株 数 株 数 評 価 額

その他製品（5.5％）

任天堂 0.1 0.9 29,619

電気・ガス業（6.0％）

メタウォーター 8.2 11 32,384

陸運業（1.5％）

ヤマトホールディングス － 2.8 8,160

情報・通信業（25.5％）

デジタルアーツ 0.5 4.8 30,288

グリー 34.3 3.1 1,525

ＧＭＯペイメントゲートウェイ 0.7 5.8 31,088

さくらインターネット 17.3 － －

ＡＯＩ　ＴＹＯ　Ｈｏｌｄｉｎｇｓ 12.7 2.1 1,661

ＵＵＵＭ 3.9 4.9 30,527

野村総合研究所 － 5.2 23,530

トレンドマイクロ 2.3 0.8 5,136

ＩＭＡＧＩＣＡ　ＧＲＯＵＰ 4.7 3.4 1,744

日本ユニシス 3.5 1.6 4,027

ゼンリン 8.4 3.2 7,910

卸売業（6.7％）

伊藤忠商事 － 3.8 7,524

岩谷産業 － 7.7 28,682

小売業（0.1％）

ワークマン － 0.1 745

銀行業（4.1％）

三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 18.3 15 8,716

三井住友フィナンシャルグループ 3 3 12,018

ふくおかフィナンシャルグループ 50 0.5 1,208

みずほフィナンシャルグループ 1 1 178

その他金融業（4.1％）

アルヒ 3.8 6.3 14,534

オリックス 10 3.9 6,565

イー・ギャランティ － 0.7 693

不動産業（0.7％）

三井不動産 － 1.4 3,581

サービス業（17.7％）

日本Ｍ＆Ａセンター 7.9 0.7 1,787

パーソルホールディングス － 2 3,768

綜合警備保障 2.8 2.8 13,636

ディー・エヌ・エー 8.3 2.9 5,597
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10－　　－

三井住友・日本株グロース・オープン　【愛称：勝ち組！】

銘 柄
期首(前期末) 期 末

株 数 株 数 評 価 額

ヒビノ － 1.9 3,581

バリューコマース 1.7 － －

テイクアンドギヴ・ニーズ 16 4.2 7,518

リゾートトラスト 5.6 1.4 2,226

サイバーエージェント 4.7 4.8 20,136

ベクトル 5.9 － －

リクルートホールディングス 1.5 0.1 279

エイチ・アイ・エス 1.4 4.7 18,894

乃村工藝社 － 6.2 18,091

合 計
株 数 ・ 金 額 353 187 538,615

銘 柄 数 <比 率> 50 52 <73.8％>

※銘柄欄の（　）内は、国内株式の評価総額に対する各業種の比

率。

※<　>内は、純資産総額に対する評価額の比率。

※評価額の単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で

記載。

※－印は組入れなし。

(2) 先物取引の銘柄別期末残高

銘 柄 別
期 末

買 建 額 売 建 額

国
内

百万円 百万円
株式先物取引 ＴＯＰＩＸ 202 －

※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。

※－印は組入れなし。

投資信託財産の構成� （2019年１月28日現在）

項 目
期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
株 式 538,615 70.6

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 224,108 29.4

投 資 信 託 財 産 総 額 762,723 100.0

※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。
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11－　　－

三井住友・日本株グロース・オープン　【愛称：勝ち組！】

資産、負債、元本及び基準価額の状況
（2019年１月28日現在）

項 目 期 末

(A) 資 産 785,894,980円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 211,675,180

株 式(評価額) 538,615,200

未 収 入 金 9,772,400

未 収 配 当 金 242,200

差 入 委 託 証 拠 金 25,590,000

(B) 負 債 56,336,937

未 払 金 21,837,013

未 払 解 約 金 4,732,487

未 払 信 託 報 酬 6,558,708

未 払 利 息 608

差入委託証拠金代用有価証券 23,175,000

そ の 他 未 払 費 用 33,121

(C) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 729,558,043

元 本 1,261,098,275

次 期 繰 越 損 益 金 △　531,540,232

(D) 受 益 権 総 口 数 1,261,098,275口

１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 5,785円

※当期における期首元本額1,315,268,486円、期中追加設定元本額

19,177,184円、期中一部解約元本額73,347,395円です。

※代用として、担保に供している資産は、株式20,734,500円です。

（受渡しベース）

※上記表中の次期繰越損益金がマイナス表示の場合は、当該金額

が投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定す

る額（元本の欠損）となります。

※上記表中の受益権総口数および１万口当たり基準価額が、投資

信託財産の計算に関する規則第55条の６第７号および第11号に

規定する受益権の総数および計算口数当たりの純資産の額とな

ります。

損益の状況
（自2018年７月28日　至2019年１月28日）

項 目 当 期

(A) 配 当 等 収 益 3,972,440円
受 取 配 当 金 4,017,468
そ の 他 収 益 金 389
支 払 利 息 △　　 45,417

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 △ 97,407,077
売 買 益 52,191,165
売 買 損 △149,598,242

(C) 先 物 取 引 等 取 引 損 益 △ 25,008,248
取 引 益 140,667
取 引 損 △ 25,148,915

(D) 信 託 報 酬 等 △　6,645,923
(E) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ) △125,088,808
(F) 前 期 繰 越 損 益 金 57,372,019
(G) 追 加 信 託 差 損 益 金 △463,823,443

(配 当 等 相 当 額) (　　7,461,965)
(売 買 損 益 相 当 額) (△471,285,408)

(H)　 計 　(Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) △531,540,232
(I) 収 益 分 配 金 0

次期繰越損益金(Ｈ＋Ｉ) △531,540,232
追 加 信 託 差 損 益 金 △463,823,443
(配 当 等 相 当 額) (　　7,461,965)
(売 買 損 益 相 当 額) (△471,285,408)
分 配 準 備 積 立 金 115,447,727
繰 越 損 益 金 △183,164,516

※有価証券売買損益および先物取引等取引損益は期末の評価換え

によるものを含みます。

※信託報酬等には、信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表

示しています。

※追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定

をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

※期末における、費用控除後の配当等収益（0円）、費用控除後、

繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益（0円）、信託約款に規

定される収益調整金（7,461,965円）および分配準備積立金

（115,447,727円）より分配可能額は122,909,692円（１万口当

たり974円）ですが、分配は行っておりません。

上記のほか、投資信託財産の計算に関する規則第58条第１項各号に該当する事項はありません。

分配金のお知らせ

１万口当たり分配金（税引前）
当 期

－円
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